
総合栄養食品は、医師、管理栄養士等と相談し、指導に従って使
用することが適当です。

こんな方に

疾患等により通常の食事摂取が不十分な方

総合栄養食品は、食事として摂取すべき栄養素をバ
ランスよく配合した食品です。疾患等により通常の
食事で十分な栄養を摂ることが困難な者に適した特
別用途食品（病者用食品）の１つであり、左記の
マークが表示されています。
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総合栄養食品ってなに？

• 食品が口腔、食道の通過や機能障害等のため通常の食事形態
による摂取ができない病者に対して、食事の代替えとなるよ
うに栄養素が総合的に配合された食品です。

• 食事から摂取すべき栄養素をバランスよく配合し、経口摂取
又は経管利用できるよう、液状又は半固形状で適度な流動性
を有しています。

• 多様な味違い品を用意しているものもあり、継続して利用し
やすいよう工夫されています。

どんな食品なの？

• 総合栄養食品は栄養療法の素材として適するものであって、
多く摂取することによって疾病が治癒するものではありません。

どんな点に注意したらいいの？



表１（栄養成分等の基準） 表２（標準範囲）

100mL（又は100g）当たりの熱量 成 分 100kcal当たりの組成

熱量 設定せず ビ オ チ ン 2.0μg以上

亜 鉛 0.28～2.2mg

成 分 100kcal当たりの組成 ク ロ ム 0.4～10.5μg

た ん ぱ く 質 ※ 1 2.2～7.8g セ レ ン 0.8～22.3μg

脂 質※2 1.8～6.7g 銅 0.03～0.5mg

糖 質 40～72％ マ ン ガ ン 0.14～0.55mg

食 物 繊 維 （熱量比として） モ リ ブ デ ン 0.8～30μg

ナ ト リ ウ ム 30～315mg ヨ ウ 素 ６～150μg

ナ イ ア シ ン 0.4mgNE～30※3（７※4）mg

パ ン ト テ ン 酸 0.16mg以上

ビ タ ミ ン Ａ 26μgRE～150μgレチノール※5

ビ タ ミ ン Ｂ １ 0.04mg以上

ビ タ ミ ン Ｂ ２ 0.05mg以上

ビ タ ミ ン Ｂ ６ 0.05～5.2mg

ビ タ ミ ン Ｂ 1 2 0.10μg以上

ビ タ ミ ン Ｃ ４mg以上

ビ タ ミ ン Ｄ 0.2～5.0μg

ビ タ ミ ン Ｅ 0.2～43mg

ビ タ ミ ン Ｋ ３～19μg

葉 酸 10～108μg

塩 素 40～360mg

カ リ ウ ム 62～330mg

カ ル シ ウ ム 26～125mg

鉄 0.2～2.7mg

マ グ ネ シ ウ ム 11～62mg

リ ン 32～175mg

栄養成分等の許可基準

必ず表示されている事項

「総合栄養食品（病者用）」の文字
医師、管理栄養士等の相談、指導を得て使用することが適当である旨
栄養療法の素材として適するものであって、多く摂取することによって
疾病が治癒するというものではない旨
摂取時の使用上の注意等に関する情報
１包装当たりの熱量
１包装当たり及び100kcalあたりのたんぱく質等の成分含量

総合栄養食品をもっと詳しく

【総合栄養食品（特別用途食品制度）に関する問合せ先】

消費者庁食品表示企画課 特別用途食品担当 TEL:03-3507-8800（代）

消費者庁ウェブサイトはこちら
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※1 アミノ酸スコアを配慮すること。
※2 必須脂肪酸を配合すること。
※3 ニコチンアミドとして
※4 ニコチン酸として
※5 プロビタミン・カロテノイドを含まない。

このほかにも、食品の表示には、アレルゲン、賞味期限、原材料、保存方法
などの大事な表示があります。表示をよく見て選ぶことが重要です。

実際の商品の詳細は、容器包装上の表示や、
各メーカーのウェブサイトを御確認ください。

https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/foods_for_special_dietary_uses/

